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The word "Kokusaika"， literally仕組slated"internationalization" and used like 
"globa1ization" in English， is used in many fie1ds even in a political issue in Japan. 
To indicate "Kokusaika" of universities， the number of foreign students is one of the 
important factors but it does not reveal the rea1 "Kokusaika". 
In出ispaper the necessity of raising global consciousness of Japanese and 
foreign students to progress "Kokusaika" is discussed. According to the survey 
done through questionnaires， foreign students in Fukui University have a litle more 
globa1 consciousness than J apanese students but both of them need to raise it. To 
raise global consciousness， foreign and Japanese students should make e宜ortsto get 
together. Unless the global consciousness of the students is raised， "Kokusaika" of 
the university wil1 not truly progress even if the number of foreign students keeps 
on mcr伺 smg.
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「国際化j は政治や経済の場だけでなく、教育界、産業界、そして地域社会のさまざまな場面で
用いられている。場合によっては政策的スローガン、つまり日本を大国として世界に知らしめる手
段でもある。国際貢献の名のもとでの湾岸戦争時等のPKOや、いわゆる「留学生 10万人計画j
もこの延長線上にあると考えられる。
本稿では「国際化j の意義を明確にし、福井市の国際化の状況を調査し、大学での国際化の必要
性および具現事項、留学プログラムの有効性を論じ、大学の国際化には学生の「意識の国際化Jが
必須であることを示す。留学生および日本人学生の「意識の国際化j の現状をアンケートで調査・
分析し、学生の「意識の国際化jの高揚のためになされ得るととを具休例を通して考察する。
n r国際化j とは
英訳は internationalizationである。英語の本来の意味は OEDによると theaction of 
internationalizingとあり、動詞 internationalizeの意味は to make internationalというと
とであるが、日本語の「国際化Jはもっと多様に、暖昧に使われている。「国際化Jが使用されるコ
ンテキストは主に次の 3点である。
①諸外国との交流が行われること(姉妹都市協定締結、文化交流など)
②日本の経済力が世界的規模で増強し、国益・国威が高揚すること
③世界の人々が平和で公正な社会で生活することを希求し、実践すること
日本の政治家や知識人がキーワードとして「国際化Jを使用する場合は、②あるいは世界の先進
地域で進む globalization rグローパル化Jに遅れまいとする日本の現況を踏まえてのことが多い。
globalizationとは R.ロパートソンlによると「国を超えるとともに諸国の問で相互依存関係の程度
を噌大させ、全体としての世界の縮小として描写するものJであり、「日本でキーワード的に使われ
る「国際化Jという用語は globa1izationが同化されたものに近しリとされている。
一般的な使用では①の場合が多く、実際 f国際化jが指す、あるいは「国際化Jに関連をもっ事
柄として日本人が言及するものは以下のように類型化される。
1 日本が外国から摂取、受容するもの
1 )西欧文化、西欧製品
2) エスニック料理、エスニック衣装
3 )外国人の受け入れ、国際結婚、帰化
4)外国資本の受け入れ
5 )貿易の自由化
6)帰国子女
2 日本が外国に供与するもの
1 )外国渡航
2)外国投資、外貨使用
3) 1:1本語教育普及
4) 日本文化理解促進
lR.ロパートソン、阿部義哉駅(997)p2
5 )海外災害地・被害地への救援活動
6)海外協力派遣、留学
3 上記の 1，2を円滑にするためのもの
1 )外国語の使用、普及
2)外国人との接触・交流
3)異文化理解・国際理解促進
4) 世界秩序への貢献(協力、啓発、支援等)
5)姉妹都市協定締結
6) その他一一一交流を円滑化するための相互の活動やその過程
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この「国際化Jが進展して、グローバル化、つまり国家体制を前提としない動向を希求するよう
になり国民文化とは次元の違う普遍文化が形成されていくと考えられる。
E 福井市の国際化の状況
国際化の程度はさまざまな観点から計られるが、外国籍の人が日本人人口に占める割合で数量的
に計ることもできる。表 1のように日本人総人口に占める外国人登録者数2の割合は1.18% (1998 
年、在日朝鮮韓国人を含む)であるが、 1985年(昭和 60年)の 0.5鍬からは大きな増加である o 特
に 1995年から 1998年の増加は 1362371人から 1482707人と 3年間で 120336人、 8.8首以上の増加
率である。福井市は 1998年の外国人登録者数は 3266人で、市の人口 250348の約し測をしめ、全
国平均より o.12%高い。特に 1995年から 1998年には 12.3誕の増加率で全国平均を 3.5判も上回り、
この点では国際化は全国平均以上といえる。
表 1 全国および福井市の外国人登録者数と 1995年"-'1998年の増加率
'外国人登録者数(人)I 総人口(千人)I 外国人の割合施 I3年間の増加率拠
1482707 
3266 
1256531 
250 
W 福井市の国際化の現状と留学生の交流
1. 18 
1. 30 
表 1のように、外国人登録者数からみると、福井市の国際化は全国平均以上であるが、実質的な
「国際化J意識は高揚しているとはいえない。これは福井市の外国人(留学生 74人、その他 75
人)を対象にしたアンケート3r日本人の親しい友人(食事をしたりしゃべったりする友人)は何人
いますか。Jの結果をみてもわかる(グラフ 1)。つまり、 r(日本人の友人が)いなしリが 51人(3 
2 外国人整保をしていない外国人も含めると総人口の 3%近い (300万人以上)といわれている。
3 1999年に筆者が工学部本多義明教授のもとで行なった福井市の外国人を対象にした「外国人にも住みやすいまちづくりJと
いうアンケー卜調査から
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8. 6 %)も存在し、特に留学以外の外国人は47. 1 %が「し、なし、Jと答えている。
グラフ 1
60 
50 
40 
-< 30 
20 
10 
0 
日本人友人数
己tlrJ.;寸 ヘトぷ主r
¥， 'I{. ~ 
同じアンケートの f日本人との交流はどれくらいあるかJという聞いにも「たまにしかない、ほ
とんどなしリが留学以外 17人、留学31人と 34%をしめ、特に留学生の交流は多くない。(表 2)
表 2 日本人との交流はどれくらいあるかj の回答
とても活発 ときどき たまにしかない ほとんどない
留学生(人) 11 23 16 15 
留学以外(人) 17 41 10 7 
割合% 20 46 34 
留学生を含む外国人が総人口の1.3%を占める福井市では「国際化jに向けて以下のような国際交
流に取り組んでおり、アンケートによると、留学生の大学外での日本人との交流は主に 4) を通じ
て行われている。(表 3)
1 ) 国際姉妹友好都市提携 (3都市)
2) 国際姉妹友好校提携(小学校~大学:計24校)
3) 福井県観光地図作成(中国語、韓国語、英語があるが、ポルトガル語がない)
その他県や国のプログラム
4)福井県の国際交流協会で
ボランテイアによる
日本語講座開講
ホームステイ・ホームピジットで外国人の受け入れ
外国人のためのイベント、交流イベント開催、
5) JE Tプログラム
(The Japanese Exchange and Teaching Program)は外務省が外国人青年を 5000人ほど
招鴨し中学・高校で外国語指導者をしながら生徒と交流を凶るプログラムで福井市の公立
中高も利用している。
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表 3 日本人との交流は主にどこでですか。j に対する留学生の回答(複数回答)
国際交流会館のイヘ守ント!市や町内のイヘ守ント!大学や職場でI;トムステイをした日本人
25 35 8 
v r大学の国際化j の歴史的背景と意味
「大学の国際化Jということばが日本で盛んにいわれるようになったのは 1970年代である。ー
れは OECD教育調査団の報告書の発表(1971年、邦訳 1976年4) のインパクトを受けたためだとい
われている。との報告書の「高等教育に関する部分jの中の8章「世界参加のための教育Jで(1 ) 
日本の外国語教育の改善、(2 )外国留学から帰国した者を活用する雇用上の改善、(3 )外国人に
対する日本の高等教育機関の開放、を求めている。(3 )については、それを実現するため、外国人
の研究者や外国人留学生のための日本語教育を充実することや、日本の大学の授業を一部外国語で
もできるようにすること、また外国人教師の雇用の促進などを勧告している。これらは現在でも大
学の国際化論議の主要論点になっている。
日本を取り巻く国際環境の変化に大学がどのように対応すべきかという問題をいちはやくとりい
れたのは早稲田大学や上智大学などの私立大学であった。特に早稲田大学の国際部では 1960年
代からすでに外国語による大学教育を行っていた。これはアメリカの Studyabroad programへの協
力要請に応じたプログラムであったが、現在国公私立大で盛んにおこなわれている大学問協定によ
る国際交流、交換留学の制度が、国立大が大学紛争で揺れていた時代に、私立大では既に始まって
いたことになる o この動きが全国的に国立大学にも拡がっていき、 197 7年から始まった広島大
学大学教育研究センターの共同研究プロジェクト「大学の国際化に関する総合的研究jで各大学の
国際化の関連資料収集から各大学の国際化の現状と課題の分析が行われている。
1 990年代の中曽根内閣時代の大学審議会で「国際化j について言及されたのは、 1990年
1 0月 31日づけの「高等教育計画部会における審議の概要について(総会への報告)Jである。こ
こでは「国際化j ではなく「グローパリゼーションJという語が使われている。しかしこれは「大
学の国際化j と互換的に使用されているといってよい。以下のように定義づけられているの
「高等教育のグローバリゼーションとは、国際的に通用する教育システムを
確立すること、留学生交流や学術研究の国際交流を拡大すること、そして、
国際社会で活躍し得る人材を育成することである。j
(大学審議会ニュースNo7 1990 ・11・p1 2) 
また 1983年にはいわゆる「留学生 10万人計画j が打ち出され留学生受け入れが国策として
掲げられた。その後の日本経済バブル期の波にのって留学生あるいは就学生(留学生予備軍)が激
増し、各大学の留学生受け入れが急増、多数の専修学校(民間の日本語学校)の設立が相次いだ。
大学の国際化は元来学問の普遍化あるいはボーダレス化の要求に動機づけられているが、現代の
科学技術時代が要求する国際的協力の必然性によっても強く動機づけられている。この両者を充足
4 OECD Seminar on Higher Education and the Flow of Foreign Students，Hiro目him四六Japan.Nov.1988，p2
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するものとして、留学生や研究者の交流は有効である o
羽大学の国際化の指標
大学の国際化、つまり I国際的に通用する教育システムJr国際交流Jの進展度は、「形式的側面J
と「内容的側面Jから計られる Q
「形式的側面Jでは教員組織や学生組織などが多国籍化することである。具体的には以下が挙げ
られる。
1、 学生や研究者を迎えるのにどれだけ努力をし、便宜を図っているか。
①単位互換システム
②入学時期や学位授与基準の互換性の確立
③窓口業務や住宅確保のオープン性とその易化
④大学情報の即時性および有効化など
2、教員や学生の国際的移動(交換教授、交換留学、研修研究など)をどれだけ認め努力してい
るか。つまり協定大学の量的増加があるか。
f内容的側面j としては以下のようになる。
1、 実質的に研究教育内容が国際的価値があるか。
①国際共通語による学会発表・刊行物
②人類普遍の知識体系や科学技術の研究と教育
③国際的視野に立つ世界諸地域の研究とその教育
④国際的政治・経済・環境問題解決ための研究
2、 国際研究プロジェクトが増大(= 協定大学の量的増加)しているか。
(これは学術研究の加速度的発展と国際的秩序の樹立につながる)
3、 外国人と共有する教育(授業内容)や研究を認め努力しているか。(多文化問教育、共同研
究、共同発表・執筆など)
4、 上のことがらの円滑な展開を保証する相互理解や協力活動に必要な規範の共通化、教官・
職員・学生の意識の高揚があるか。
w 留学生と大学の国際化
大学の国際化の形式的側面として交換学生数の増加、日本が受け入れる留学生の増加は、日本
側で観察できる国際化の 1現象である。日本が受け入れている留学生は 51298人5で(日本から
は約 17万人が海外に留学)、 1987年の 22154人から約 2. 4倍の伸びである。これは国際化
が進展していることを示しているが、先進国のなかではまだ量的には少なし、(米国は約 48万人、
イギリスは約 20力人を受け入れている)。また、留学生の 91%がアジアからで欧州、北米、中
南米、アフリカ、オセアニア、中近東を大きく引き離し、 1987年はアジアからが 88%であっ
o 1998年(文部省学術局留学生課統計)
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たからアジアからの留学生の割合が増加している。一方、日本人の留学先は北米が 9万人を超え
日本人全留学生の留学先の 53%をしめる事実からみて交換留学とし、う図式が成立しないという
問題点がある。福井大学においても受け入れる留学生は日本全体での増加より多く 1987年 36 
人から 1998年 153人へと 12年間で4.3倍になっている。国籍もアジアからの留学生が 92%
である。形式的側面のひとつとしての学生の数量的移動増加からは国際化は進んでいるが、受け
入れる留学生がアジア(派遣する日本人留学生は北米)に偏っている e
大学の国際化、つまり形式的にも内容的にも国際的に通用する開かれた教育システムに変化して
いく過程は、あらゆる学生、教員を含む大学全体の教育の質的向上にかかわるものである。今日の
大学は生涯を自国で過ごす大多数の一般学生にも、多文化環境で活動できるような教育を提供しな
ければ、急速な科学技術の発展、グローパル化、ボーダレス化、国家間相互依存関係の増大に対応
できる人材を送り出すことができず、大学の存続は危ぶまれる。福井大学工学部でも平成 11年度
にはビジョン委員会が結成され、「教育面での国際化のイメージの具体化Jr国際化への条件整備J、
また「留学生教育の改善Jなどについて論議され、具体的実施に向けて努力がなされている。
VI 大学の国際化のための留学プログラム
大学の教育システムを開かれたものにするものとして、留学プログラムの推進は必要である。自
国とは違う教育環境で異なる教育を受ける留学は、異文化で活躍できる人材の育成に最適である。
日本人学生が外国に留学するプログラムはもちろん、外国からの留学生を受け入れるための教育課
程の開発、教職員の能力開発など、双方の留学プログラムは大学の国際化の大きな柱である。留学
生を受け入れる最大の利益は、異文化を持つ学生との接触を通して、自分の大学の教育制度、教育
課程、教授法、学生文化を相対化し、大学が異文化を持つ者に対して聞かれたシステムであるかど
うか見直す契機になることである。つまり大学の国際化の進展度をみることになり、大学の将来計
画を立てるうえで重要な課題となるからである。
大学での留学プログラムで具体的に行われていることを列挙すると以下の 10項目になるが、ヤ
れらの充実、改善が大学の国際化の形式的側面の柱となる。
1 留学生との交流
2 留学生の抱えている問題への対応
3 受け入れ体制
4 送り出し体制
5 支援体制
6 留学生教育
7 学位制度、使用言語
8 教育制度(単位互換、授業料不徴収、など)
9 帰国後のケア
1 0言語教育
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これらの形式的側面が轄わなければいくら教育内容が国際化されても留学生活に不満が残り、結
果的に国際化にならない。各大学の改善努力に任されるだけでなく、マイノリテイ言語を使用する
日本としては、国外での日本語教育の整備充実をはかるとともに、入学試験の海外での実施など具
体的に留学生の便宜を図っており、英語による講義、コースの開設が奨励され6、国公立大学だけで
既に 31コース開講されている。留学生を集めるのに奨学金を増やすだけでなく、大学施設の整備
や留学生を視野に入れたカリキュラムなど抜本的な対策が必須である。福井大学でもこれらを視座
に留学生用の専門教育科目 f工業日本語J(1998年度から)、「日本の工業技術J(1999年度から)を
開講するなどの改善がなされつつある。
優秀な留学生を迎えるためには受け入れの理念と教育の目的や方法を常に意識して実践しなけれ
ばならない。これは日本人学生を含む大学全体の質を高めることにも通じることになる o
底意識の国際化
1 )必要性と現状
大学が国際化するために、留学プログラムの整備改善は先ず成されなければならない。しかし制
度的にあるいは国家の政策の中での留学では、国家の枠を超える交流あるいは協力というところま
では発展しない。既に学問や科学技術の世界だけではなく、地球環境の保全とか人権擁護などに関
しては国家の枠を超えたグローパルな視点に立つ必要が生じている。欧州連合EUでは主権を持つ
のは国家という観念ではなくなり経済的、政治的、文化的な関係、が国境を越えて行き交い、いまま
では圏内問題ですんだことも一体化、グローパル化している。その他の地域でも、すでに物質生活
での世界相互依存は進んでおり、この国際化を人々は抵抗なく受け入れている。物質面だけでなく
精神的なグローパル化も進みつつある。つまり個人の意識は国家にとらわれることから解放され世
界に向かうようになっている。留学も個人の意思で選択され、個人的、私費での留学が増加してい
る。自己の信念で国家を飛び越え一市民として直接海外で行動する職業人やNGO(非政府組織)
で活躍する人も増えている。このように国民というより世界市民という意識が既に生まれてきてい
る。
国の枠を超えて地球上全ての人が人間らしく生きるととを追求する姿勢、国益ではなく人類益を
追及する姿勢を、「意識の国際化j と定義づけると、 f意識の国際化j は進行しつつあり、これなく
して大学の真の国際化はなされないことは明白である。
2)進行課程
[意識の国際化j の第 1段階は海外での就業、修学、旅行などが急激に拡大し、それにつれて異
質な文化が接触する。そうすると個人の考えや行動の仕方が相互に影響を受ける。この意識の変容
の過程では場合によっては文化摩擦や文化複合などが副産物として生じる。成人が就業や教育の現
場で接触する場合はもちろんだが、かれらの子弟の通う教育現場でも変化が起き、接触場面を体験
6 これに対しては批判も多い。
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した人の意識が変化する。
第 2段階は文化接触のためのふさわしいルールが形成され、新しい国際化時代にふさわしいルー
ルが定着して、一人一人の感覚が世界市民としての感覚に拡大していく段階である G 人々は自分の
主義主張を好み国家の利害を媒介とせず直接世界とつながることができる。国よりも世界の中での
自分を意識するようになることを世界市民意識7と呼び、これが発展するための達成し得る条件とし
て Harvey8は以下を挙げているu
① personal consciousness自分の見方への自覚
② state of the planet awareneS8地球の現状への気づき
③ cross-cultural awareness異文化への気づき
④ knowledge of global dynamic8グローパルダイナミックスに関する知識
⑤ human choice awarenes8人間の選択についての自覚
これらは個人的に達成することであるが、幼少時から家庭あるいは学校での国際理解講座や総合
科目のなかでも効果的に養成されるものであるから、国際理解のための教育は重要である。
3) 留学生と日本人学生の『意織の国際化j
留学とは大学もしくはこれに準ずる機関、専修学校の専門課程で教育を受ける者の入国管理法上
の在留資格である。留学生の日本留学に至った理由や経緯はさまざまであるが、留学するという意
識の中には程度の差こそあれ、すでに「外国人を受容する意識jや「意識の国際化jがあると考え
られる。このような留学生と、自国を離れたととのない日本人学生の問には国際化に対し意識の差
はあるのか、福井大学工学部の学生にアンケート調査をし、結果の分析を試みた。
対象:留学生27名、日本人学部 1年生44人、日本人大学院学生24人。留学生は平均年齢
が 26.8歳と高いので、日本人学生を学部 1年生と大学院生とに分けてデータを出した。
調査内容:(表 5)
箕浦(1992)の調査項目を援用し、
1、地球市民意識
2、外国人受容度
3、脱自国・脱自民族意識
4、非戦争意識
の4項目につき、それぞれ 3----4事項の設聞について、[そう思う j、「ある程度そう思う J、
「そうは思わなしリ、の 3つの選択肢から自分の意識として一番近いものを選んでもらった。
7 箕浦康子(1998)
8 Harvey(1982) 
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データ処理法
回答の 3選択肢を点数化して国際化度を計った。「そう思うJを3点、「ある程度そう思う j
を2点、「そうは思わなしリを 1点とした。項目の内容が負の国際化になるもの(項目の後尾
に*が付いている項目)は「そう思うJを1点、 fある程度そう思うJを2点、「そうは思わ
ないJを3点として、各項目の合計点を留学生、日本人学部 1年生、日本人大学院生に分け
て算出し、算術平均で国際化の意識の度合いを計った。
結果
表4: r意識の国際化J平均得点比較
A:留学生 B:日本人学生平均 差 (A-B) I 
世界市民意識度 2.25928 1.65416 0.60512 
外国人受容度 2.49373 2.06251 0.43122 
脱自国・脱自民族意識度 1.87942 2.21690 -0.33748 
非戦争意識度 1.94445 1.98501 -0.04056 
」ー
日本人学部 1年生と大学院生では「非戦争意識j において学部生の方が高く他の項目は大
学院の方が微高であったが有意差はないので、両者を合計しその平均と留学生の平均を比較
した。すると表4のように、留学生と日本人学生全体の差が最大な項目は「世界市民意識j
で、留学生の方が意識度が平均で約O. 6 1ポイントも高い。また「外国人受容度Jも留学
生の方が約 O. 4 3ポイント高い。逆に日本人学生の方が留学生より高いのが、「脱自国、脱
自民族意識度」で、これは日本人の民族意識のなさを表していると思われる。留学生が「脱
自国・脱自民族意識」が低いということからわかることは、世界市民意識が高くても、アイ
デンテイテイの根源的なものである民族意識は喪失されにくいということである。との事実は
ある意味u人間の尊厳に関わることは喪失されないJという意味)では歓迎すべきことであ
る。「非戦争意識度jは日本人学生の方が微高だが有意差はない。しかし表 5に示したように
「母国のためなら理由の良し悪しを問わず戦う j とか「自由を守るたった一つの方法が戦争
であったとしても戦争は間違しリなどは留学生の方が僅かにマイナス傾向(=国際化度が低
し、)を示している。この質問項目は平和主義の理想概念だが、人類は自由を守るため、民族
を守るために戦ってきた(戦っている)歴史的事実を踏まえると、設問としての適格性を再
検討すべきかもしれない。
この結果のように世界の民族が平和的に共存する道は容易ではなく、それ故に意識の国際
化を地道に進めていくことが一層求められることになる。大学が目指すべきは人類の平和と
発展を志向する国際化であり、単に学生の交流が盛んになればよいという次元で終わっては
ならない。
表 5
世界市民意織
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面~主 日本人学部学生 日本人大学院学生
難民を自分の国へ移民
として受け入れるべきである
国民であるより先にまず世界
市民であることを第 1に考える
必要ならば自分たちの生活水
準を下げるべきである
災害や戦争で負傷者が出た
時はポランテイアとして現地へいく
合計点
平均点
外国人受容度
自国の失業率が高くても能力
のある外国人の雇用は促進
低賃金で雇用できる外国人は
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脱自国・脱自民族
他国民のことよりも自国民の
必要とすることに関心をもっ*
自国が損をする国際貿易協定
には参加すべきではない*
外国で働く場合は自国のため
である場合に限るべきだ*
どこで働いても国益ではなく
個人が満足すればよい
合計点
・1平均京…
1. 4074 
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非鞍争意鶴
自由を守るたった一つの方法
が戦争であっても戦争は間違い
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のためなら喜んで戦う*
武器を製造販売すれば戦争に
加担していることになる
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X 日本入学生は留学生の存在をどのように捉えているか。
福井大学日本人学生68名にアンケート調査した結果を表6、グラフ 2"-'5に示す。
以下円グラブの凡例はいずれも
1 : rそう思う J、2: rある程度そう思う J、3: rそうは思わなしリである。
A)日本人学生の留学生の存在に対する評価
表6 (単位:人)
1 ・ 2 1+ 2 3 
そう思う ある程度そう思う 計(肯定的) そうは思わない
留学生から学ぶことがある 7 25 32 39 
留学生のおかげで外国に興味 9 29 38 22 
を持つようになった
留学生の方がよく勉強するのでよい刺激 13 26 39 17 
国際化するために留学生を積極的に
うけいれるべき 33 25 58 4 
グラフ 2 留学生から学ぶことがある
留学生のおかげで外国に興味をもつようになった
?
?
??
???
??、、
??
， ， ， ?
???? ? ? ? ? ? ?
??
， ，
ー
?
?
???
??
1 
15% 
3 
37覧-圃E・，.¥
ト
ト
… 一、-ー 2
48% 
留学生の方が勉強するのでよい刺激 国際化するために留学生を積極的に受け入れる
ベき
1 
.-. 23% 
30%見AIIIIB圃帽‘
一… 一 2 
47% 
?
?
? ? ?
??
?ー
?
??
? ?
???
、
?
?
?
。 ，
??
?
これら日本人学生からみて留学生の存在がメリットと思われることについては肯定的な回答(fそ
う思う」と fある程度そう思うJの両者)がかなりの率を占める。特に f国際化するために留学生
を積極的に受け入れるべきJは96%という高率である o ただ「留学生から学ぶことがあるJはた
った45%である。しかし「留学生の方が勉強するので刺激になるJと70%が思っており、これ
を f留学生から学ぶこと j とすればかなり学ぶものがあるのではないだろうか。留学生は日本語の
ハンデイがあり、言語的に日本人が優位にたちやすいため f留学生から学ぶことがあるJには日本人
学生の 55%が否定的な回答になると考えられる。
B)留学生との交流について (単位:人)
そう思う;ある程度そう思う 計(肯定的)そうは思わない
留学生ともっと親しくなりたい
留学生の母国の実態や文化を知りたい
留学生と交流できる機会や揚が欲しい
留学生からその国の言葉を学びたい
留学生と交換で相手国に留学したい
留学先は相手国ではないが留学したく
なった
グラフ 3
留学生との交流について
留学生ともっと親しくなりたい
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留学生の国の実態や文化を知りたい
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日本人学生の 70%が留学生ともっと親しくなりたいと思っている。また留学生の国の実態や文
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化を知りたいと思っている学生が89%、言葉まで学びたいとする学生が 79%もいる。そして 6
3%が相手の国に留学したくなったとしている。留学生の存在は日本入学生の意識を国際化するの
に有効であることがわかる o
81%が留学生と交流する機会と場を欲していることから、現状としては交流の機会や場がない
あるいは不足であることが明確である。
これらから交流する機会や場があれば、日本人学生の「意識の国際化Jの進展は充分期待できる
と考えられる。
C)大学の留学生受け入れ方針・システムに対する学生の意識
大学の留学生受け入れに関して日本人学生はどのように考えているのか、をきいた。
グラフ 4
留学生をもっと増やすべき
25調‘6"
、グ
2 
49" 
留学生が増えると大学の格があがる
2 
22" 
留学生が増えると日本人学生のレベルが下がる
6" 
留学生が多いと日本入学生募集にプラスになる
3 
55" 
11 " 
2 
. J 34" 
日本人学生は「留学生を増やすべきJにはまあまあ好意的である。つまり積極的肯定と否定が大
体4分の 1ずつ、残りの約半分が消極的肯定(fある程度そう思う J) であるので、好意的とみなせ
る。留学生を受け入れることで大学のレベルや格が変化したり、それが日本人学生の受験校選択に
関係するとはあまり考えていない。
XI 留学生からみた日本人学生の国際化
留学生 27名に「日本人学生の国際化に関する意識についてj アンケートで聞いた結果をグラフ
5に示した。
グラフ 5
日本人学生大部分は留学生に無関心
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日本人学生の半分は留学生と交流したいと思っている
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日本入学生と交流する機会や場が欲しい
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1) r日本人学生大部分は留学生に無関心j と思う (rある程度そう思う j を含む)留学生が 94%
と、自分たちは関心を持たれていないと感じている。ある意味では特別扱いされていないことであ
る。または単に“他人に無関心"という日本人の現代人気質の現れかもしれない。
2) r日本人学生の半分は留学生と交流したいと思っているj と思う留学生も 50%いることから、
「多くは留学生に無関心だが、関心があって交流までしたいと思っている日本人学生もかなりいるJ
と考えているのではないか。これはグラフ 4で示した日本人学生が「留学生との交流の機会や場が
欲ししリに 81%が肯定的であることからも領ける。一方、留学生の方も f日本人学生と交流する
機会や場が欲ししリと 77%が思っている。両者とも交流の機会や場を望んでいるわけで、それを
実践する活動をすれば、それ自体国際交流になり、まさに国際化の第 1歩となるはずである。個人
的に呼びかけて機会や場を作ることも可能だが、既存の組織(サークルや生協メンバー組織など)
が主体となって両者が集う機会を作ればもっと容易で多くの参加者が見込まれる。
3) 日本人学生が「自分の母国に興味(関心)がなしリ「外国について興味(関心)がなしリと考え
ている留学生はぜロである。「日本人学生は自分の母国を含む外国にかなり興味を持っているJと、
日本人学生の国際化の 1側面を留学生が評価しているわけだ。
4) r日本の大学は閉鎖的で国際的でなしリと思う留学生が 50%もいることは、大学としての対応
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を迫られていることである。大学の国際化は、稚からみても世界に通用するようオープンでなけれ
ばならないからである。
xn 日本人学生と留学生の交流の場
①大学で
大学での交流は、留学生と日本入学生が教えあったり話し合ったりすることが最も手軽でかつ
有益な手段である。しかし以下のような留学生の訴えからもわかるようにそんなに容易ではない。
留学生 A:r教室で隣の日本人学生に「おはようございますj と言ったら「おはよう j と言ってくれ
た。次の週もその学生の隣に座ろうとしたら、その学生は何も言わずに席を移ってしま
った。前の週の授業で私が日本語があまりわからないことを知ったためだと思う。日本
人と友達になることはむずかしい。j
留学生 B:r日本人はいつもグ、ループになっている。授業で自己紹介したりして親しくなったと思っ
たが、授業が終わると日本人だけグループになって教室を出た。残ったのは留学生だけ。
その授業は 10回以上あったが最後まで同じだった。J
留学生C: r日本人としゃべるのは表面だけです。もっと何でも話せる友達が欲しい。J
留学生 D:rコンパでお酒も飲まないし、食べ物もあまり食べないと、日本人が「お母さんもだれも
見てなし、からちょっと飲んで、ちょっと食べて、おなかすくよ。jとか言うから日本人と
は友達になれないJ(イスラム教徒の留学生)
とのように日本人にまだ留学生や異文化に対する認識や理解がない、つまり外国人受容意識が不
足しているため、交流できないことが多い。
留学生には入学後 1----2年間学習上の支援をするチューター(日本人学生)をつけ、少くとも週
1回は日本人学生と日本語で話す機会を作っている。その報告を月 1回、留学生専門教育教官であ
る筆者が聞いて、指導するシステムを稼動させた。交流がうまくできている例として
①チューターが自分の友人を紹介するなど、積極的に動いてくれる場合
②大学外でのチューター自身の活動に頻繁に留学生を連れていく場合
③留学生の住居をチューターとの活動の場にしている場合
しかし以下の理由で交流が盛んとはいいがたい例が多い。
①お互い自分のスケージュールがつまっている
②育った背景は勿論、年齢も違うため共通する話題が少ない
③家庭教師のように時間給であるため事務的になる
④宗教的習慣や意識の違いが大きい
⑤対人関係を構築する力に欠ける
②「国際ジャンボリー」の参加
福井県の国際交流協会の後僚で国際交流会館において毎年秩に日本人と外国人が共同で開催する
イベント「国際ジャンボリーJでは、当日はもちろんだが、企画の段階から参加すると数回にわた
る会議や具体的な活動をし・・と交流がさかんに行なわれる。平成 11年度は福井大学の出展を要
請されたので筆者が日本入学生と留学生のボランテイアを募ってブースに展示した。大学での日本人
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学生と留学生の交流風景の写真、留学生の母国からの民族衣装や工芸品、母国の写真や絵葉書が飾
られた。当日参加して日本人観客に説明したり、外国人同士が紹介したりで交流風景がみられた。
その他国際交流会館では外国人との交流イベントが随時行なわれ、留学生も日本人学生も時間の
許す限り参加することが推奨される。問題は参加者がアルバイトをする必要がない時間的余裕のあ
る国費留学生などに固定化する傾向があり、同じメンバーだけの交流になりかねないことである。
③見学パスツアー
留学生と日本人学生の交流の場を提供するため、原子力発電所が多い福井県の特徴を鑑み、その
背景や必要性、安全性を学ぶことを目的として、関西電力美浜発電所の見学ツアー9を筆者が企画し
た。留学生と日本人学生の約40名の参加者が大型ノくスで往復し、全行程約8時間行動を共にした。
学部4年生の日本人学生をリーダーにパスの座席決めやノミス内での自己紹介、質疑応答、ゲーム等
で交流を深めた。日本語がうまく通じない学生もいたが、英語を交えての会話も進み、日本人学生
から、「留学生と初めて話した。自分が世界のことを何も知らないことがわかったJr留学生につい
て改めて知らされたJr留学生の人の苦労がわかったJrもっと多くの日本人学生にも交流の機会を
持つように何か企画したいJrちょっとカルチャーショックを受けたJ(ある留学生の「お祈りをし
たいからパスの出発を 5分遅らせてj という発言に対し)などと感想が出た。文化の違いを認識す
ることが国際化の第 1歩であるのでこのツアーは学生の「意識の国際化Jを高めるのに大きな成果
であった。
④学生寮
留学生が住居を個人的に探すのは物理的にも財政的にも困難が伴うということで、大学は留学
生会館と称する留学生専用の寮を持っているが、これは留学生を日本人学生から隔離するに過ぎず、
日本語の習得や日本人を知る機会を奪うものである。そのため日本人学生と留学生の混住寮が建設
されるようになり、福井大学でも第 1期工事が完成し入居者募集に入っている。立の2)で述べた
ように「意識の国際化j の第 1段階における文化摩擦等があるかもしれないが、生活を共にすると
いう実際的な共生が実現するわけで、日本人学生および留学生の「意識の国際化Jの進展が期待さ
れる。
最近の日本人学生は幼少からの進学競争等により対人関係構築能力に欠け日本人同士でさえ友人
を作ることが困難になっているといわれているが、留学生との交流や支援の活動で対人関係のソー
シャルスキルを高めることができるという報告10もある。留学生との交流の機会を作ることは、留
学生と日本人学生の「意識の国際化j を高め大学の国際化を促進する原動力になり、さまざまな対
人関係においてより聞かれたスムーズな社会の構築にも繋がることになると考えられる。
xm むすび
外国人整録者数が全人口に占める割合が全国平均よりやや高い福井市、そして留学生が増加して
いる福井大学は、外国籍の人が増えている意味での国際化は進行しているが、それだけでは真の国
8 平成 11年 12月 18日、筆者が関西電力福井支所の協力を得て企画して敢行した。
10坪井(1999)
144 
際化とはいえない。
大学においては国際的に通用する大学になるという国際化は重要であり、形式的な側面の国際化
をシステムや制度の改善整備により進ませ、それと同時に内容的な側面の国際化も進展させなけれ
ばならない。それらの国際化の基盤づくりを大学教職員が進めることはもちろんだが、それにも増
して、日本人学生および留学生の「意識の国際化j が必要となる。意識調査によると「意識の国際
化Jは日本人学生においても留学生においても充分進んでいるとはいえない。しかし日本人学生の
92%が「留学生ともっと親しくなりたしリとしており、一方、留学生の 100%が「日本人学生は自
分の母国に対して興味をもっているj としている。お互いに知り合うことを積極的に行なえば「意
識の国際化Jは進むと考えられる。日本人学生と留学生が参加した見学ノ〈スツアーでも国際化意識
の高揚があった。このような交流を単なるイベントとして終わらせず、それを機に日常においても
そして次の機会づくりへと交流を地道に進めていくことが「意識の国際化jの高揚には重要である。
交流する機会や場を日本人学生と留学生が共働で作ることは、その過程自体が国際化の 1つの場と
なり有益である。
国際化が進みつつある日本は、マクロ的に世界的に進むグローパル化の進展を視野に入れつつ、
ミクロ的には少子化、高齢化時代を迎えるにあたり、大学および日本社会における人口的な国際化
が進展をみることは必至である。それに対応できるよう、大学での国際化、学生の「意識の国際化J
を高揚しなければならないことをみた。
今後、大学の形式的側面の国際化が進み、学生の交流がより盛んになった時点で、学生の「意識の
国際化j を計り、本稿でのデータと比較する縦断的調査を継続したい。
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